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【
提
言
の
趣
意
】 

北
朝
鮮
は
、
平
成
十
八
年
十
月
九
日
、
「
日
朝
平
壌
宣
言
」
や
「
六
者
会
合
に
関
す
る
共
同
声
明
」
並
び
に
国
際
社
会
の
度
重
な
る
自
制
要
求

を
無
視
し
て
核
実
験
を
強
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
現
職
閣
僚
等
か
ら
「
核
に
つ
い
て
議
論
す
べ
し
」
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、

わ
が
国
で
戦
後
初
め
て
の
現
実
的
な
核
論
議
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
同
年
十
二
月
十
五
日
付
の
産
経
新
聞
で
は
、
東
京
都
心
が

長
崎
級
の
核
攻
撃
を
受
け
た
な
ら
ば
、
死
者
五
十
万
人
、
負
傷
者
は
数
百
万
人
に
及
び
、
国
の
政
経
中
枢
は
消
滅
し
、
経
済
、
社
会
、
文
化
的
損

失
は
計
り
知
れ
な
い
と
の
専
門
家
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
北
朝
鮮
に
よ
っ
て
突
き
つ
け
ら
れ
た
こ
の
「
眼
前
の
危
機
」

に
直
面
し
て
、
戦
後
六
十
年
余
り
を
平
和
に
過
ご
し
て
き
た
大
方
の
日
本
国
民
は
驚
天
動
地
の
衝
撃
を
受
け
、
危
機
意
識
を
覚
醒
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
漠
然
と
で
は
あ
り
ま
す
が
信
頼
し
、
依
存
し
て
き
た
米
国
の
「
核
の
傘
」
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ぬ
疑
念
や
不
安
を
抱
く
に
至
り
ま
し
た
。 

も
と
よ
り
、
国
家
の
究
極
の
役
割
は
、
そ
の
「
生
存
と
安
全
の
確
保
」
、
す
な
わ
ち
国
防
に
あ
り
ま
す
。
今
、
北
朝
鮮
に
よ
る
新
た
な
核
脅
威
の

現
出
に
対
し
て
国
民
を
守
る
た
め
に
最
大
限
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
、
国
家
と
し
て
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
ま
ず
行
う
べ

き
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
頑
な
に
封
印
し
て
き
た
核
に
関
す
る
国
家
的
論
議
を
広
く
起
こ
し
、
「
眼
前
の
危
機
」
に
対
す
る
現
実
的
で
実
効
性
の
あ

る
核
抑
止
及
び
対
処
体
制
を
早
急
に
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
起
こ
り
か
け
た
核
論
議
が
、
理
想
論
を
振
り
か
ざ
し
た
声
高
な
一
部
マ
ス
コ
ミ
等
の

批
判
に
押
さ
れ
、
あ
る
い
は
六
者
協
議
の
進
展
の
み
に
希
望
を
託
し
て
、
再
び
封
印
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
六

者
協
議
で
の
北
朝
鮮
の
姿
勢
は
、
決
し
て
核
保
有
継
続
へ
の
執
念
を
放
棄
し
て
お
ら
ず
、
加
え
て
中
国
、
ロ
シ
ア
は
既
に
わ
が
国
を
見
据
え
て
多

数
の
核
ミ
サ
イ
ル
を
実
戦
配
備
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
核
の
脅
威
に
対
す
る
警
戒
や
備
え
を
断
じ
て
怠
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

核
論
議
に
当
た
っ
て
は
、
現
実
に
わ
が
国
周
辺
に
存
在
す
る
核
兵
器
の
使
用
あ
る
い
は
核
兵
器
を
背
景
と
し
た
恫
喝
等
を
予
防
、
抑
止
し
、
万

一
、
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
わ
が
国
土
に
及
ぶ
被
害
を
拒
否
あ
る
い
は
局
限
す
る
た
め
の
方
策
を
、
現
実
的
か
つ
具
体

的
に
論
ず
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。 
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そ
こ
で
、（
社
）
日
本
郷
友
連
盟
は
、
周
辺
諸
国
、
す
な
わ
ち
中
国
、
ロ
シ
ア
の
核
の
脅
威
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
北
朝
鮮
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
新
た
な
核
脅
威
下
で
の
実
際
的
な
国
防
政
策
と
し
て
、「
日
米
安
保
体
制
の
強
化
に
よ
る
核
の
傘
の
信
頼
性
確
保
」
、「
集
団
的
自
衛
権
行
使

を
含
む
わ
が
国
の
防
衛
体
制
の
整
備
」
、
「
危
機
管
理
と
有
事
対
処
に
十
分
配
意
し
た
国
内
体
制
の
整
備
」
の
三
項
目
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
提

言
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
核
の
脅
威
に
は
核
を
も
っ
て
当
た
る
核
武
装
論
に
も
多
く
の
問
題
が
存
在
し
ま
す
。
日
本
が
核
を
保
有
し
た
場
合
、
対
米
依
存
か
ら
脱

却
し
た
自
主
防
衛
体
制
を
確
立
し
、
国
際
的
立
場
を
強
化
す
る
効
果
は
期
待
で
き
ま
す
が
、
国
際
的
な
孤
立
を
招
く
と
い
う
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
国
民
の
核
ア
レ
ル
ギ
ー
を
克
服
し
て
核
武
装
へ
の
国
民
的
合
意
を
形
成
す
る
こ
と

は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
核
問
題
を
完
全
に
封
印
し
て
き
た
わ
が
国
に
と
っ
て
、
核
兵
器
の
開
発
は
ゼ
ロ
か
ら
の

出
発
で
あ
り
、
た
と
え
小
型
の
核
弾
頭
の
み
の
開
発
に
も
一
定
の
期
間
が
必
要
で
し
ょ
う
。
更
に
、
わ
が
国
の
核
戦
略
上
の
脆
弱
性
を
考
慮
し
つ

つ
、
抑
止
力
と
し
て
十
分
に
機
能
す
る
核
兵
器
シ
ス
テ
ム
を
独
力
で
構
築
し
て
実
戦
運
用
の
レ
ベ
ル
に
高
め
る
た
め
に
は
、
相
当
な
経
費
と
長
期

間
を
要
す
る
と
見
積
も
ら
れ
、
当
面
の
脅
威
対
処
に
は
残
念
な
が
ら
間
に
合
わ
な
い
の
が
現
実
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 

平
和
維
持
の
た
め
の
外
交
努
力
等
は
不
可
欠
で
す
が
、
こ
れ
の
み
に
頼
る
完
全
な
核
廃
絶
論
は
、
人
類
永
遠
の
理
想
で
は
あ
っ
て
も
、
現
に
存

在
す
る
核
の
脅
威
か
ら
国
民
を
守
る
手
立
て
と
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
国
際
社
会
に
あ
っ
て
国
の
平
和
と
安
全
を
保
つ
た
め
に
は
、
外
交
努
力
等
と

と
も
に
、
他
国
の
無
法
な
侵
略
に
動
じ
な
い
体
制
と
、
こ
れ
を
排
除
す
る
強
い
意
志
と
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

差
し
迫
っ
た
「
眼
前
の
危
機
」
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
現
行
の
日
米
安
保
体
制
を
よ
り
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
米
国
の
「
核
の
傘
」
に

対
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
防
衛
体
制
及
び
国
内
体
制
を
更
に
堅
固
な
も
の
と
し
て
わ
が
国
に
お
け
る
核
抑
止
・
対

処
体
制
を
一
段
と
強
化
す
る
こ
と
が
よ
り
現
実
的
か
つ
賢
明
な
政
策
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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【
提
言
】 

二 

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
含
む
防
衛
体
制
を
整
備
せ
よ
。 

一 

日
米
安
保
体
制
を
強
化
し
、
「
核
の
傘
」
の
信
頼
性
を
確
保
せ
よ
。 

（
二
）
核
戦
略
上
不
可
欠
な
危
機
管
理
と
抑
止
の
概
念
を
確
立
す
る
。
こ
の
た
め
、「
安
全
保
障
基
本
法
（
仮
称
）
」
を
制
定
し
、

危
機
時
の
基
本
的
な
対
処
指
針
や
対
応
手
順
な
ど
を
規
定
す
る
。 

（
四
）
「
非
核
三
原
則
」
を
見
直
し
、
わ
が
国
防
衛
の
た
め
の
運
用
上
の
要
求
に
基
づ
く
、
米
軍
の
核
兵
器
の
持
ち
込
み
を
容

認
す
る
。 

（
三
）
平
素
か
ら
、
日
米
共
同
指
揮
所
あ
る
い
は
日
米
共
同
情
報
作
戦
セ
ン
タ
ー
を
日
本
国
内
に
開
設
す
る
と
と
も
に
、
防
衛

省
と
米
国
国
防
省
等
と
の
間
に
常
駐
連
絡
将
校
団
を
相
互
派
遣
す
る
。 

（
二
）
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
わ
が
国
の
核
防
衛
の
た
め
の
日
米
共
同
研
究
を
行
い
、
共
同
核
戦
略
及
び
共
同
作
戦

計
画
を
作
成
・
保
持
す
る
。
こ
の
際
、
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
日
米
の
役
割
分
担
と
保
有
す
べ
き
機
能
・
能
力
を

明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
現
在
推
進
中
の
日
米
共
同
技
術
研
究
を
更
に
拡
大
・
促
進
す
る
。 

（
一
）
日
米
首
脳
レ
ベ
ル
に
お
け
る
、
両
国
に
係
る
核
戦
略
や
核
政
策
を
定
期
的
あ
る
い
は
随
時
に
協
議
す
る
組
織
や
仕
組
み

（
シ
ス
テ
ム
）
を
構
築
す
る
。 

 

（

一
）
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
、
日
米
同
盟
の
片
務
性
を
解
消
し
て
、
日
米
の
共
同
行
動
を
可
能
と
す
る
。 
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三 

危
機
管
理
・
有
事
対
処
に
配
意
し
た
国
内
体
制
を
整
備
せ
よ
。 

【
補
記
】 

中
露
に
よ
る
核
戦
力
の
増
強
及
び
近
代
化
、
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ン
で
の
核
拡
散
な
ど
、
核
の
脅
威
が
増
大
し
つ
つ
あ

る
趨
勢
を
踏
ま
え
て
、
中
長
期
的
課
題
と
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
体
制
に
準
じ
た
日
米
間
で
の
核
共
有
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
欧
州
と
同
様
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
も
、
核
抑
止
力

の
確
保
の
た
め
、
核
不
拡
散
条
約
体
制
の
見
直
し
も
含
め
た
新
た
な
核
管
理
の
た
め
の
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

価
値
観
を
共
有
す
る
関
係
国
に
多
国
間
協
議
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

（
三
）
国
家
秘
密
保
護
法
と
ス
パ
イ
防
止
法
を
制
定
す
る
。
こ
の
際
、
米
軍
と
の
間
で
、
「
軍
事
秘
密
一
般
保
全
協
定
（
Ｇ
Ｓ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
）
」
を
早
急
に
締
結
し
、
機
能
さ
せ
る
。 

（
二
）
民
間
防
衛
体
制
を
更
に
強
化
す
る
。
特
に
、
全
国
民
が
参
加
す
る
民
間
防
衛
組
織
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
シ
ェ
ル
タ
ー 

等
の
防
護
施
設
を
整
備
す
る
。 

（
一
）
各
省
庁
、
中
央
地
方
及
び
官
民
が
総
合
一
体
化
し
た
危
機
管
理
体
制
と
有
事
体
制
を
確
立
す
る
。 

（
五
）
自
衛
隊
に
敵
基
地
攻
撃
の
権
限
と
能
力
を
付
与
す
る
。 

（
四
）
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
シ
ス
テ
ム
の
一
層
の
前
倒
し
導
入
を
図
る
。 

（
三
）
国
家
の
情
報
機
能
を
一
段
と
強
化
す
る
と
と
も
に
、
「
安
全
保
障
会
議
」
を
改
革
し
て
国
家
の
危
機
管
理
体
制
を
確
立

す
る
。 
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